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○水戸市緑化の推進及び緑の保全に関する条例施行規則 

昭和50年６月25日 

規則第42号 

改正 平成12年３月29日規則第32号 

平成28年３月31日規則第34号 

注 平成12年３月から改正経過を注記した。 

（趣旨） 

第１条 この規則は，水戸市緑化の推進及び緑の保全に関する条例（昭和50年水戸市条例第９号。以

下「条例」という。）第15条の規定に基づき，条例の施行について必要な事項を定めるものとする。 

（保存樹等の指定基準） 

第２条 条例第５条第１項第１号に規定する保存樹の指定基準は，次の各号の一に該当し，健全で，

かつ，樹容が美観風致上特に優れていることとする。 

(1) 1.5メートルの高さにおける幹の周囲が1.2メートル以上であること。 

(2) 高さが10メートル以上であること。 

(3) 株立ちした樹木で，高さが３メートル以上であること。 

(4) はん登性樹木で，枝葉の面積が30平方メートル以上であること。 

２ 条例第５条第１項第２号に規定する保存樹林地の指定基準は，次の各号の一に該当し，健全で，

かつ，良好な自然環境を形成していることとする。 

(1) その樹木地（竹林を含む。）の面積が500平方メートル以上であること。 

(2) 生け垣をなす樹木の集団で，その生け垣の長さが15メートル以上であること。 

３ 条例第５条第１項第３号に規定する保護地区の指定基準は，次の各号に該当し，かつ，優れた自

然環境を形成していることとする。 

(1) その他区の面積が500平方メートル以上であること。 

(2) 貴重な動物の生息地又は貴重な植物の生育地であること。 

（保存樹等の指定通知等） 

第３条 市長は，条例第５条第１項の規定により保存樹等の指定をしたときは，保存樹等指定通知書

（様式第１号）により，当該所有者等に通知するものとする。 

２ 条例第５条第２項（条例第11条第４項において準用する場合を含む。）に規定する同意は，保存

樹等指定（解除・変更）同意書（様式第２号）によるものとする。 

（保存樹等の指定申請等） 

第４条 条例第５条第３項に規定する申請は，保存樹等指定申請書（様式第３号）によるものとする。 

２ 市長は，前項に規定する申請書を受理したときは，内容を審査し，その適否を決定し，速やかに

保存樹等指定決定通知書（様式第４号）により，当該申請人に通知するものとする。 
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（指定等の告示） 

第５条 条例第６条（条例第11条第４項において準用する場合を含む。）に規定する告示は，次の各

号に掲げる事項について行うものとする。 

(1) 指定区分 

(2) 所在地 

(3) 本数又は面積 

(4) 保存樹等の態様 

(5) 指定番号及び指定年月日 

(6) 指定期間 

２ 保存樹等の指定区域図は，都市計画部公園緑地課において縦覧に供する。 

（標識） 

第６条 条例第７条第１項に規定する標識は，保存樹等指定標識（様式第５号）によるものとする。 

（助成） 

第７条 条例第９条に規定する費用は，次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 支柱，さく等の設置に要する費用 

(2) 補植，薬剤散布，施肥その他の管理に要する費用 

（滅失等の届出） 

第８条 条例第10条第１項に規定する届出は，保存樹等滅失（枯死）届（様式第６号）によるものと

する。 

２ 条例第10条第２項に規定する届出は，保存樹等行為届（様式第７号）により，当該行為の開始の

日の30日前までに行うものとする。 

３ 前項の規定にかかわらず，非常災害又は特に緊急を要するため必要な応急措置として保存樹等に

係る行為を行った者は，保存樹等応急措置行為届（様式第８号）により，遅滞なく市長に届け出な

ければならない。 

第９条 削除 

（平12規則32） 

（届出を要しない行為） 

第10条 条例第10条第２項ただし書に規定する規則で定める行為は，次の各号に掲げるものをいう。 

(1) 樹木保育のため，整枝し，下刈りし，つる切りし，又は間伐する等通常管理のため行われる行

為をすること。 

(2) 枯死した木竹等を伐採し，又は落葉若しくは落枝等を採取すること。 

(3) 動植物の保護又は増殖のため，標識を掲出し，巣箱，給じ台・給水台等を設置すること。 

(4) 溝，とい，水槽等を小規模に新設し，改設し，又は増設すること。 

(5) 土地の区画形質を変更するおそれのない範囲内で，土石類を採取し，又は水面を埋め立て，若
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しくは干拓すること。 

（平12規則32・一部改正） 

（指定の解除等） 

第11条 市長は，条例第11条第１項又は第２項の規定により保存樹等の指定を解除し，又はその区域

の変更をしたときは，保存樹等指定解除（変更）通知書（様式第９号）により，当該所有者等に通

知するものとする。 

２ 条例第11条第３項に規定する申請は，保存樹等指定解除（変更）申請書（様式第10号）によるも

のとする。 

３ 市長は，前項に規定する申請書を受理したときは，内容を審査し，その適否を決定し，速やかに

保存樹等指定解除（変更）決定通知書（様式第11号）により，当該申請人に通知するものとする。 

（台帳の備付け） 

第12条 市長は，保存樹等に関する台帳を備えるものとする。 

２ 前項に規定する台帳は，保存樹等調書（様式第12号），写真，位置図及び公図をもって組成する

ものとする。 

３ 前項に規定する位置図は，縮尺1,500分の１以上の平面図とし，次の各号に掲げる事項を表示し，

記載するものとする。 

(1) 付近の地形及び方位 

(2) 縮尺 

(3) 保存樹等の位置及び指定番号 

（立入調査の身分証明書） 

第13条 条例第14条第２項に規定する身分を示す証明書は，立入調査証（様式第13号）とする。 

（補則） 

第14条 この規則に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。 

付 則 

この規則は，公布の日から施行する。 

付 則（昭和52年７月22日規則第37号） 

この規則は，公布の日から施行し，昭和52年７月１日から適用する。 

付 則（昭和57年７月28日規則第24号） 

この規則は，公布の日から施行する。 

付 則（平成２年１月31日規則第１号） 

この規則は，公布の日から施行する。 

付 則（平成３年11月28日規則第49号） 

（施行期日） 

１ この規則は，平成３年12月１日から施行する。 
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（経過措置） 

２ この規則の施行の日前に調製した用紙は，施行期日以後においても，当分の間，所要の補正を行

い使用することができる。 

付 則（平成12年３月29日規則第32号） 

（施行期日） 

１ この規則は，平成12年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の日前に作成した各様式の用紙は，同日以後においても，当分の間，所要の補正

を行い，使用することができる。 

付 則（平成28年３月31日規則第34号）抄 

（施行期日） 

１ この規則は，平成28年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 処分又は不作為についての不服申立てであって，この規則の施行の日（以下「施行日」という。）

前にされた処分又は施行日前にされた申請に対する不作為に係るものについては，なお従前の例に

よる。 

４ 施行日前に作成した各様式の用紙は，施行日以後においても，当分の間，所要の補正を行い，使

用することができる。 
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様式第１号（第３条関係） 

様式第２号（第３条関係） 

様式第３号（第４条関係） 

様式第４号（第４条関係） 

（平28規則34・一部改正） 

様式第５号（第６条関係） 

様式第６号（第８条関係） 

様式第７号（第８条関係） 

（平12規則32・一部改正） 

様式第８号（第８条関係） 

（平12規則32・一部改正） 

様式第９号（第11条関係） 

（平28規則34・一部改正） 

様式第10号（第11条関係） 

様式第11号（第11条関係） 

（平28規則34・一部改正） 

様式第12号（第12条関係） 

様式第13号（第13条関係） 

 


